
青果物輸送中の損傷発生予測
－輸送中の振動・衝撃解析と青果物の損傷特性の解明－

加工・流通

技術の特徴
・青果物の輸送工程における振動・衝撃による損傷発生を予測する。

研究の内容
・イチゴの輸送工程における衝撃発生状況を調査するとともに、この
果実の損傷特性を明らかにした。それらの結果に基づいて、輸送工
程における損傷発生箇所の予測を行った。

１．輸送中の衝撃発生状況を調査

図A．イチゴの2段詰め包装
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２．果実の損傷特性を把握 （品種Ｘ）
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1．の経路で２段詰め包装によりイチゴ

を輸送した場合、たとえ箱内に緩衝材を
配置したとしても、目的地に到着する頃
には大半の果実の商品性が喪失するも

され

３．損傷発生予測

図A最下段の場合

のと予測される。

この場合考えられる対策：

包装形態を変更する。
輸送手段・経路を変更する。 など

今後の展開
・輸送手段・経路ごとの振動・衝撃環境を考慮した包装設計
・品種・収穫時期などの違いによる物性の違いを考慮した包装設計
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行われた。


